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三百数十年の歴史　大瀬の獅子舞 

今
、
南
公
園
の
花
菖
蒲
は
・
・
・
 

◇
自
由
投
稿
コ
ー
ナ
ー
◇
 

　
花
菖
蒲
は
日
本
に
自
生
す
る
植
物

か
ら
日
本
人
独
自
の
観
賞
眼
で
選
ば

れ
て
き
た
園
芸
植
物
で
、
江
戸
時
代

か
ら
積
極
的
に
数
多
く
の
品
種
が
作

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
花
姿
に
は

各
地
の
土
地
柄
や
気
候
風
土
が
反
映

さ
れ
、
現
在
日
本
で
は
五
千
五
百
あ

ま
り
の
品
種
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
古
く
か
ら
日
本
人
に
愛

さ
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
花
菖
蒲
が
八

潮
市
南
公
園
の
一
角
に
も
あ
り
ま
す
。
 

　
以
前
は
６
月
開
花
の
時
期
に
は
満

開
の
花
が
咲
き
、
訪
れ
る
人
々
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

大
切
に
手
入
れ
を
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
た
方
が
他
界
し
て
雑
草
田
に
な
っ

て
し
ま
い
、
そ
ん
な
雑
草
田
を
以
前

の
よ
う
に
菖
蒲
の
花
で
満
開
に
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
昨
年
４
月
、

何
人
か
の
人
た
ち
で
「
南
公
園
花
菖

蒲
を
守
る
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
 

　
始
め
の
こ
ろ
は
、
あ
ま
り
に
も
広

い
菖
蒲
田
と
、
何
年
も
手
入
れ
を
し

て
い
な
か
っ
た
雑
草
と
の
戦
い
で
し
た
。

で
も
、
以
前
の
よ
う
に
た
く
さ
ん
の

花
を
咲
か
せ
た
い
と
い
う
思
い
が
日

に
日
に
大
き
く
な
り
、
今
で
は
炎
天

下
の
草
取
り
も
苦
に
な
ら
ず
楽
し
ん

で
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
年
６
月
に
は
努
力
の
甲
斐
が
あ
り
、

い
く
つ
か
の
花
が
開
花
し
、
以
前
の

菖
蒲
田
に
近
づ
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
も
力
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

散
歩
で
訪
れ
る
方
々
に
「
き
れ
い
に

な
り
ま
し
た
ネ
」
「
が
ん
ば
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

来
年
は
近
隣
の
水
元
公
園
に
勝
る
く

ら
い
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
と
、
皆
が

ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。
で
も
、
ま
だ

ま
だ
人
手
不
足
で
す
。
 

　
年
齢
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

ぜ
ひ
自
然
に
親
し
み
土
と
触
れ
合
い
、

気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
、
そ
し
て

私
た
ち
と
一
緒
に
花
菖
蒲
を
育
て
て

み
ま
せ
ん
か
。
毎
週
土
曜
日
、
朝
８

時
か
ら
作
業
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
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さくらんぼひろば開設１周年！ 

　６月２５日、「さくらんぼひろば（子育て支援ひろば）」
が開設１周年を迎えました。 
　「さくらんぼひろば」は、おおむね３歳未満の児童と保護
者の子育て親子が気軽に集い交流するための場として、昨年
開設され、これまでに６千人を超える方々に利用されています。
当日は、手遊び、紙芝居を楽しんだ後、担当の職員から手作
りの七夕飾りがプレゼントされ、親子の笑顔があふれていま
した。 
 

　６月７日、第５１回水道週間《６月１日～６月７日》に合わ
せて、市の中央浄水場で見学会などが開催され、３５人の方が
来場しました。 
　来場者は、浄水場の配水タンクや配水ポンプなどの説明を
受け「このようにして水道水が私たちの家に送られているの
ですね」と初めて見る施設に感心していました。そのほか、
利き水や井戸水をくみ上げる昔のポンプなどを体験し、お帰
りの際には、市推奨草花のマリーゴールドなどが来場者に配
布されました。 
 

　６月２１日、八潮メセナで「まちづくり条例を考える市民
フォーラム」が開催されました。市民フォーラムでは、（仮称）
八潮市まちづくり条例の全体構成（素案）について発表する
とともに、市の重要課題である「住居と産業が共生するまち
づくり」「緑と農を活かしたまちづくり」「八潮駅周辺のま
ちづくり」の３つのテーマについてワークショップが行われ
ました。約７０人の参加者は、将来のまちづくりについて、
それぞれの想いを熱心に語っていました。 

まちづくり条例の制定を目指して！ おいしいね この水未来に　いつまでも 
《第51回水道週間スローガン》 

　７月１日・２日、大瀬の浅間・氷川神社の祭礼に獅子舞が
奉納されました。 
　大瀬の獅子舞は、寛文２年（１６６２）に森川下総守が、大瀬
村の領主になった頃、獅子頭を領主より拝領してから始まっ
たと伝えられており、三百数十年の歴史があります。埼玉県
指定民俗文化財にも指定されており、多くの見学者が、大獅子、
中獅子、女獅子の豪壮な舞と哀調をこめた囃子笛の音色に魅
了されていました。 

今年開花した菖蒲 

手入れ作業に汗を流している会員 

この広報紙は、再生紙と大
豆油インクを使用しています。 

乕広報やしおは、毎月1回、10日（新聞休刊日を除く）に新聞折り込みで配布しています。届いてない世帯の方
は、最寄りの公共施設、金融機関、市内10カ所のコンビニエンスストア、八潮駅などでお受け取りになれます。
なお、次回の新聞折り込みは、8月10日（月）です。 


